
　　　　

2024 年 12 月 1 日

月〜金 10 時 0 分から 19 時 0 分まで

土・祝（長期休暇） 10 時 0 分から 19 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

４月：入学・進級パーティー・藤のお花見・トランポリン・テニスクラブ
５月：BBQ・フードコート等GWフードファイト・しいたけ狩り・母の日
６月：いもほり（じゃがいも）・あじさいのお花見・虫歯予防デイ
７月：七夕会・プール開き・流しそうめん・川遊び・トランポリン
８月：夏の遠足・養老の滝ハイキング・夏フェス・和太鼓クラブ・図書館
９月：お月見・お買物・カラオケ大会・下水道科学館・敬老の日・防災訓練

10月：ハロウィンパーティー・トランポリン・セルフレジ体験
11月：みかん狩り・いもほり（さつまいも）・紅葉狩り
12月：テニスクラブ・子ども忘年会・クリスマスパーティー・もちつき大会
1月：初もうで・書き初め・BIG福笑い・新年会
2月：節分祭り・バレンタイン・味覚研究会・トランポリン
3月：春の遠足・ひな祭り・卒園・卒業パーティー・桜のお花見・避難訓練
祝日：クッキングイベント

主な行事等

※イベント内容は、年度や月により変更あり　　　　　　　　　　　　　　　 

法人（事業所）理念
「明るく・楽しく・元気に」をモットーに、小さなできるを積み重ね、大きなできたを発見しましょう！！
「必要な時に必要な支援ができる」施設であるよう努めます。

認知の特性に合ったカリキュラム（脳トレ・パズル・お金の計算等）を使用し、認知機能を高めます。
・積木や時計、タイマーなどの補助教材を活用し視覚的支援を提供します。
・お金の学習としてプリント学習や本物のお金を使用し、位取りや両替の理解に繋げる支援を行い、実際にお買物に行くことで認知機能を養います。
・自分と自分以外の境界線を認識しバウンダリー調整力を養い、距離感を保てるようになる。　※バウンダリーとは、自分と他者を区別する境界線（「私は私」「あなたはあなた」）をバウンダリーといいます。

日常生活のすべての場面で、言語の発達に合わせたコミュニケーション能力を高めます。
・あいさつや日常の会話を通して円滑なコミュニケーションを図る。
・身振り・手振り・ジェスチャーなどの非言語コミュニケーションで相互理解を図る。
・イベントでの司会や代表挨拶、発表の場などの機会を提供し、話す力と聞く力を身に付ける。

SSTを基に社会性や円滑な対人関係を構築できるよう発達を促していく環境調整及び関りを実践していきます。
・個別活動や集団活動、遊び（カードゲームや歌って踊ろうなど）を通して自己理解や他者理解を養う。
・春・夏の遠足や各種外出企画を通して、交通ルールや公共のマナーやルールに関する知識を養う。
・お買物やセルフレジ体験を通して、物の価値やお金の計算を学ぶ。

支援方針
個々の個性を把握し、興味を引き出し、成功体験を積み重ね、コミュニケーション能力を高めることを心がけ心身の発達につなげます。
こどもたちの現在と5年先・10年先の将来を見据えて、生活の中や仕事をする上で獲得した能力を「いつでも・どこでも・どんな時でも」使える力となるよう定着支援を行って行きます。

営業時間 送迎実施の有無 あり なし

事業所名 児童デイサービス　マティーナ 作成日支援プログラム

（別添資料１）

家族支援

・送迎時にデイでの様子の記録をお渡しするとともに写真を見て頂いたり、学校・
家庭での様子を共有する時間を設けており、今後の支援に活かします。
・随時相談を受け付けており、保護者の不安に寄り添いながら課題について話し合
い、お子様の成長のお手伝いをします。

移行支援
・卒業時には移行支援会議に出席し、学校や家庭、放課後等デイサービスで
の様子や支援の取り組みについて情報共有を行い、本児にあった支援を継続
できるよう引継ぎをしています。

地域支援・地域連携

・地域の農家さんや地主さんのご協力のもと収穫体験をさせて頂いたり、農業系就
労支援B型の事業所さんのご協のもと収穫体験を通して就労の体験をさせて頂いてい
ます。
・地元中学校生徒さんの職場体験の受入れを行っています。
・科学館や図書館などの公共施設や地元企業のスポーツクラブのアリーナなど地域
の施設を利用し、地域資源を活用します。
・地域の保育園や学校・福祉サービスと連携し、包括的な支援体制を整えます。

職員の質の向上

・職員の専門性を高めるために、資格取得支援金制度を導入し、資格取得に
かかる費用を補助しています。
・勉強会や内部研修・外部研修に参加し、職員が積極的に学べる場を整えて
います。
・連絡協議会に参加し、地域の福祉サービスに関する意向や動向などの情報
を収集し、施設としてまた支援者としてどうあるべきかのディスカッション
を行っています。

支　援　内　容

こどもたちが健康的で自立した生活を送ることができるよう、スモールステップで一緒に取り組みます。
・毎日の検温・手洗い・消毒・身だしなみチェックを行う。
・部屋のレイアウトや掲示物での可視化など空間の構造化を図る。
・野菜や花を育て、自分たちで育てた食材で料理をし、「食」に対する意欲や関心を引き出す食育活動や食事のマナー・食具の使い方の理解を養う。

感覚刺激を取り入れた手先の細かい作業や、遊び・トレーニングで体を動かして体幹を鍛えます。また、視覚・運動感覚の統合、協調運動の向上を図ります。
・工作やブロックでの制作、塗り絵やジェンガ、つむつむゲームなどの活動を通して手先の巧緻性の向上と感覚認知形成を図る。
・トランポリンやラダートレーニング、ハンモックなどで体幹トレーニングを実施している。
・活動への取り組み時の姿勢保持により筋力維持を図る。

本
人
支
援


